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兵庫県における高病原性鳥インフルエンザ 
(家きん国内９例目)の疑似患畜確認について 
 

 

    令和４年１１月１３日 

危 機 管 理 部 

農 林 水 産 部 

 

  

本日、兵庫県１例目となる高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜（家きん国内９例目）が

確認され、隣接県での発生となったことから、知事を本部長とした高病原性鳥インフルエン

ザ等に係る京都府家畜伝染病等対策本部を設置し、下記のとおり対応しておりますので御報

告いたします。 

  

記 

 

１ 発生概要 
 
（１）発生農場 

  兵庫県たつの市 採卵鶏（約4.4万羽） 

（２）経過 

・11月12日（土）死亡羽数増加の通報。簡易検査陽性（７羽中６羽） 

・11月13日（日）遺伝子検査(PCR検査)の結果、疑似患畜を確認。殺処分等の防疫措置を開始 

 

 

２ 京都府の対応 
 

（１）家きん飼養農場への対応 

ア  本日、100羽以上家きん飼養農場（62農場）に電話連絡し、異常がないことを確認す 

るとともに、予防対策の徹底を指導 

イ 本日、全家きん飼養者（411戸）に家畜保健衛生所から家畜衛生情報を発出し、防 

鳥ネットや飲水消毒の点検、鶏舎入退時の消毒など、本病の侵入防止対策の徹底を指導 

ウ  11月14日（月）～25日（金）、100羽以上家きん飼養農場への緊急巡回 

（２）野鳥への対応 

ア 監視重点箇所 

本日、河川、ため池等の監視重点箇所を29箇所から47箇所に強化 

イ 死亡野鳥検査等の対応レベル（※これまでの対応を継続） 

最高の「レベル３」（国内複数箇所発生時） 

ウ ため池野鳥対策 （※これまでの対応を継続） 

   農場周辺600mのため池で落水等野鳥飛来防止対策を実施中（65箇所中42箇所完了） 

      

 

  

  

 

 

 

櫻田 畜 産 課 長 4980 

青山 農村振興課長 4905 
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令和4年11⽉13⽇
農林⽔産省

ホーム > 会⾒・報道・広報 > 報道発表資料 > 兵庫県における⾼病原性⿃インフルエンザの疑似患畜の確認について

プレスリリース

兵庫県における⾼病原性⿃インフルエンザの疑似患畜の確認について

本⽇（11⽉13⽇（⽇曜⽇））、兵庫県たつの市の家きん農場において、⾼病原性⿃インフルエンザの疑似患畜（今シーズン
国内9例⽬）が確認されました。
当該農場は、農家から通報があった時点から飼養家きん等の移動を⾃粛しています。
なお、我が国の現状においては、鶏⾁や鶏卵を⾷べることにより、⿃インフルエンザがヒトに感染する可能性はないと考えて
おります。
現場での取材は、本病のまん延を引き起こすおそれがあること、農家の⽅のプライバシーを侵害しかねないことから、厳に慎
むよう御協⼒をお願いいたします。

1.農場の概要

所在地︓兵庫県たつの市
飼養状況︓約4.4万⽻（採卵鶏）

2.経緯

（1）昨⽇（11⽉12⽇（⼟曜⽇））兵庫県は、同県たつの市の農場から、死亡⽻数が増加している旨の通報を受けて、当該農
場に対し移動の⾃粛を要請するとともに農場への⽴⼊検査を実施しました。
（2）同⽇、当該鶏について⿃インフルエンザの簡易検査を実施し陽性であることが判明しました。
（3）本⽇（11⽉13⽇（⽇曜⽇））、当該鶏について遺伝⼦検査を実施した結果、⾼病原性⿃インフルエンザの疑似患畜であ
ることを確認しました。

3.今後の対応

総理指⽰及び「⾼病原性⿃インフルエンザ及び低病原性⿃インフルエンザに関する特定家畜伝染病防疫指針」等に基づき、以
下の措置について万全を期します。

1. （1）当該農場の飼養家きんの殺処分及び焼埋却、
（2）農場から半径3km以内の区域について移動制限区域の設定、
（3）半径3kmから10km以内の区域について搬出制限区域の設定等
必要な防疫措置を迅速かつ的確に実施。

2. 移動制限区域内の農場について、速やかに発⽣状況確認検査を実施。
3. 感染拡⼤防⽌のため、発⽣農場周辺の消毒を強化し、主要道路に消毒ポイントを設置。
4. 兵庫県知事と野村農林⽔産⼤⾂の⾯会等により、兵庫県と緊密な連携を図る。
5. 必要に応じて、⾷料・農業・農村政策審議会 家畜衛⽣部会 家きん疾病⼩委員会を開催し、防疫対策に必要な技術的助⾔

を得る。
6. 感染状況、感染経路等を正確に把握し、的確な防疫⽅針の検討を⾏えるようにするため、農林⽔産省の職員を現地に派

遣。
7. 兵庫県の殺処分・焼埋却等の防疫措置を⽀援するため、必要に応じ、各地の動物検疫所、家畜改良センター等から「緊急

⽀援チーム」を派遣。

ツイート 印 刷
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8. 「疫学調査チーム」を派遣。
9. 全都道府県に対し、改めて注意喚起し、本病の早期発⾒及び早期通報並びに飼養衛⽣管理の徹底を指導。

10. 関係府省庁と⼗分連携を図りつつ、⽣産者、消費者、流通業者等への正確な情報の提供に努める。

4.その他

（1）我が国の現状においては、鶏⾁や鶏卵を⾷べることにより、⿃インフルエンザがヒトに感染する可能性はないと考えて
おります。
https://www.fsc.go.jp/sonota/tori/tori_infl_ah7n9.html (外部リンク)
（2）現場での取材は、本病のまん延を引き起こすおそれがあること、農家の⽅のプライバシーを侵害しかねないことから、
厳に慎むよう御協⼒をお願いいたします。
特に、ヘリコプターやドローンを使⽤しての取材は防疫作業の妨げとなるため、厳に慎むようお願いいたします。
（3）今後とも、迅速で正確な情報提供に努めますので、⽣産者等の関係者や消費者は根拠のない噂などにより混乱すること
がないよう、御協⼒をお願いいたします。

お問合せ先

消費・安全局動物衛⽣課
担当者︓星野、⾦⼦
代表︓03-3502-8111（内線4582）
ダイヤルイン︓03-3502-8292

公式SNS   イベント情報 関連リンク集 農林⽔産省
 トップページへ

住所︓
電話︓

〒100-8950 東京都千代⽥区霞が関1-2-1
03-3502-8111（代表）代表番号へのお電話について

法⼈番号︓5000012080001

ご意⾒·お問い合わせ アクセス·地図

サイトマップ プライバシーポリシー リンクについて・著作権 免責事項

Copyright : Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries
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  記 者 発 表（資料配布） 

月／日 

（曜日） 

所  属  名 

（担当班名） 
電 話 

発 表 者 名 

（担当班長名） 

１１／１３ 

（日） 

畜産課 

（防疫衛生班） 

３６２－９２２０ 

（４０８１） 

本田 義貴 

（小西 貴宏） 

 

たつの市における高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜の確認について 

 

 たつの市において発生しました高病原性鳥インフルエンザを疑う事例について、

遺伝子検査等を行った結果、疑似患畜であることが確認されました。県では、国の

指針に基づき、当該農場の飼養鶏の殺処分等、必要な防疫措置を開始することとし

ましたので、お知らせします。 

 なお、防疫措置を迅速かつ円滑に実施するため、本日、兵庫県鳥インフルエンザ

対策本部会議を開催しました。 

 

１ 農場の概要 

  所在地：たつの市 

飼養状況：採卵鶏農場（飼養羽数：約44,000羽） 

 

２ 経過 

(1) 11月12日(土)15時25分、当該農場から飼養鶏に異常が認められる旨、姫路家畜

保健衛生所に通報 

(2) 同日16時50分、当該農場で簡易検査をしたところ陽性を確認 

(3) 同日20時30分、姫路家畜保健衛生所において簡易検査をしたところ陽性（死亡

鶏５羽中５羽、生きた鶏２羽中１羽、合計７羽中６羽）を確認 

(4) その後、遺伝子検査でH5亜型陽性と判明したため、13日９時00分に高病原性

鳥インフルエンザの「疑似患畜」と確定、10時00分から殺処分を開始予定 

(5) 今後、農研機構動物衛生研究部門において遺伝子型を解析予定 

 

３ 県の初動対応 

(1) 「兵庫県鳥インフルエンザ対策本部」、「兵庫県鳥インフルエンザ対策西播磨

地方本部」、「兵庫県鳥インフルエンザ対策中播磨地方本部」の設置（13日 9時

00分自動設置） 

(2) 当該農場の部外者の立入制限、鶏卵の出荷等の自粛要請（完了済み） 

(3) 当該農場の緊急消毒（完了済み） 

(4) 制限区域内家きん農場の異常の有無を姫路家畜保健衛生所が緊急調査（完了

済み、異常なし） 

(5) 当該農場の飼養鶏の殺処分及び殺処分鶏の焼却、汚染物品の処理 
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(6) 当該農場からの移動制限区域、搬出制限区域の設定 

 
(7) 消毒ポイントの設置（４箇所、別紙参照） 

 

４  発生予防対策の徹底 

 (1) 家きん飼養農場に対して、①異常家きん発生時の早期通報、②家きん舎のチ

ェック等飼養管理、③消毒など、最大限の防疫対策の徹底 

(2) 飼養農家等からの防疫対策の相談、経営相談等の相談窓口を設置 

    ・西播磨県民局 総務企画室 

   総合相談担当 TEL 0791-58-2118 

開設日時：月から金（祝祭日除く）９時 00分～17時 00分 

(3) 各家畜保健衛生所を通じて県内養家きん農場等に情報提供するとともに、

関係団体（県養鶏協会、全農兵庫、配合飼料基金協会等）に情報提供 

区 域 家きん農場数 飼養羽数 

移動制限区域（半径３km以内） ０農場 ０羽 

搬出制限区域（半径 10km以内） 23農場 92,911羽 
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高病原性鳥インフルエンザの発生に伴い、以下の消毒ポイントを設置しました。

5km

設置場所（開設日時） 住所 備考

①JA兵庫西神岡ライスセンター

(令和4年11月13日 9：00)

たつの市神岡町野部860

(外部サイトへリンク)

国道29号追分交差点より

南西方面

②たつの市新宮公民館

(令和4年11月13日 9：00)

たつの市新宮町新宮1060-1

(外部サイトへリンク)
県道26号沿い

③兵庫県姫路総合庁舎

(令和4年11月13日 11：00)

姫路市北条１丁目98

(外部サイトへリンク)

④西部運動公園

(令和4年11月13日 9：00)

たつの市御津町岩見1606

(外部サイトへリンク)

国道250号沿い（岩見交

差点より東に250ｍ）

世界の梅公園北

③兵庫県姫路総合庁舎

②たつの市新宮公民館

①JA兵庫西神岡ライスセンター

④西部運動公園

※各消毒ポイントは当面の間、24時間運営とします。

別紙
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今シーズンにおける国内家きん農場での発生状況 
 

 

○６道県９事例 

 

 

＜参考：発生地地図＞ 

  発生日 場     所 用途 飼養規模 
ウイルス 

亜型 
防疫措置状況 

1 R4.10.28 岡山県倉敷市 採卵鶏 約 17.0万羽 H5N1 11.3 防疫措置完了 

2 R4.10.28 北海道厚真町 肉用鶏 約 17.0万羽 H5N1 11.3 防疫措置完了 

3 R4.11. 1 香川県観音寺市 採卵鶏 約  4.0万羽 H5N1 11.4 防疫措置完了 

4 R4.11. 4 茨城県かすみがうら市 採卵鶏 約104.0万羽 H5N1 殺処分実施中 

5 R4.11. 4 岡山県倉敷市 採卵鶏 約 51.0万羽 H5N1 11.12 殺処分終了 

6 R4.11. 7 北海道伊達市 肉用鶏 約 15.0万羽 H5亜型 11.10 殺処分終了 

7 R4.11.11 岡山県倉敷市 採卵鶏 約  3.4万羽 H5亜型 11.13 殺処分終了 

8 R4.11.11 和歌山県白浜町 あひる等 約     60羽 H5亜型   11.12 防疫措置完了 

9 R4.11.13 兵庫県たつの市 採卵鶏 約  4.4万羽 H5亜型 殺処分実施中 

計 約215.8万羽     

家きん1、5、7例目  

岡山県倉敷市  

10/28、11/4、11/11 家きん8例目  

和歌山県白浜町 11/11 

家きん4例目  

茨城県かすみがうら市  11/4 

家きん2例目  

北海道厚真町  10/28 家きん6例目  

北海道伊達市  11/7 

家きん3例目  

香川県観音寺市 11/1 

家きん9例目  

兵庫県たつの市 11/13 
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H
5
N
8

5
7

北
海

道
浜

頓
別

町
3
/
1
4

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

4
鹿

児
島

県
出

水
市

1
1
/
2
2

環
境

試
料

（
水

）
H
5
N
8

5
8

北
海

道
根

室
市

3
/
1
4

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

5
鹿

児
島

県
出

水
市

1
1
/
2
2

環
境

試
料

（
水

）
H
5
N
8

5
9

北
海

道
羅

臼
町

3
/
1
4

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

6
鹿

児
島

県
出

水
市

1
1
/
2
9

環
境

試
料

（
水

）
H
5
N
8

6
0

岩
手

県
八

幡
平

市
3
/
1
8

オ
オ
ハ

ク
チ
ョ
ウ

H
5
N
1

7
鳥

取
県

鳥
取

市
1
2
/
1

環
境

試
料

（
水

）
H
5
N
8

6
1

北
海

道
佐

呂
間

町
3
/
2
2

オ
ジ
ロ
ワ
シ

H
5

8
鹿

児
島

県
出

水
市

1
2
/
6

環
境

試
料

（
水

）
H
5
N
8

6
2

北
海

道
美

幌
町

3
/
2
4

オ
ジ
ロ
ワ
シ

H
5

9
鹿

児
島

県
出

水
市

1
2
/
2
0

環
境

試
料

（
水

）
H
5
N
1

6
3

岩
手

県
久

慈
市

3
/
2
3

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5

1
0

北
海

道
苫

前
町

1
/
2

オ
ジ
ロ
ワ
シ

H
5
N
1

6
4

北
海

道
札

幌
市

3
/
2
9

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5

1
1

鹿
児

島
県

出
水

市
1
/
1
0

環
境

試
料

（
水

）
H
5
N
8

6
5

北
海

道
羅

臼
町

3
/
2
9

オ
オ
ワ
シ

H
5

1
2

北
海
道
根
室
市

1
/
2
0

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

6
6

岩
手
県
久
慈
市

3
/
3
1

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5

1
3

北
海
道
根
室
市

1
/
2
3

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

6
7

北
海
道
札
幌
市

3
/
3
1

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

1
4

北
海

道
雄

武
町

1
/
2
3

オ
ジ
ロ
ワ
シ

H
5

6
8

北
海

道
札

幌
市

4
/
1

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5

1
5

北
海

道
小

清
水

町
1
/
2
2

オ
オ
ワ
シ

H
5

6
9

北
海

道
釧

路
市

3
/
3
1

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5

1
6

京
都

府
京

都
市

1
/
2
7

ノ
ス
リ

H
5
N
1

7
0

岩
手

県
久

慈
市

4
/
6

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5

1
7

北
海
道
根
室
市

1
/
2
8

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

7
1

北
海
道
札
幌
市

4
/
2

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

1
8

北
海
道
根
室
市

2
/
3

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

7
2

北
海
道
羅
臼
町

4
/
4

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

1
9

北
海

道
え
り
も
町

2
/
2

オ
ジ
ロ
ワ
シ

H
5

7
3

北
海

道
え
り
も
町

4
/
9

オ
ジ
ロ
ワ
シ

H
5
N
1

2
0

北
海
道
え
り
も
町

2
/
7

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

7
4

北
海
道
釧
路
市

4
/
6

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5

2
1

北
海
道
え
り
も
町

2
/
8

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

7
5

北
海
道
北
見
市

4
/
6

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5

2
2

北
海
道
標
津
町

2
/
8

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

7
6

北
海
道
興
部
町

4
/
8

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

2
3

北
海
道
斜
里
町

2
/
8

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

7
7

北
海
道
北
見
市

4
/
8

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

2
4

岩
手

県
久

慈
市

2
/
8

オ
オ
ハ

ク
チ
ョ
ウ

H
5
N
1

7
8

北
海

道
札

幌
市

4
/
9

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

2
5

北
海

道
羅

臼
町

2
/
1
0

オ
ジ
ロ
ワ
シ

H
5
N
1

7
9

北
海

道
む
か

わ
町

4
/
1
2

ク
マ
タ
カ

H
5
N
1

2
6

岩
手
県
久
慈
市

2
/
1
1

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

8
0

北
海
道
札
幌
市

4
/
4

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

2
7

岩
手
県
久
慈
市

2
/
1
3

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

8
1

北
海
道
札
幌
市

4
/
4

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

2
8

北
海
道
羅
臼
町

2
/
1
4

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

8
2

北
海
道
札
幌
市

4
/
4

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

2
9

北
海
道
根
室
市

2
/
1
4

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

8
3

北
海
道
札
幌
市

4
/
5

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

3
0

岩
手

県
久

慈
市

2
/
1
4

オ
オ
ハ

ク
チ
ョ
ウ

H
5
N
1

8
4

北
海

道
羅

臼
町

4
/
9

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

3
1

北
海

道
利

尻
富

士
町

2
/
1
5

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

8
5

北
海

道
大

空
町

4
/
9

オ
ジ
ロ
ワ
シ

H
5
N
1

3
2

岩
手

県
久

慈
市

2
/
1
5

オ
オ
ハ

ク
チ
ョ
ウ

H
5
N
1

8
6

北
海

道
斜

里
町

4
/
9

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

3
3

岩
手

県
久

慈
市

2
/
1
6

オ
オ
ハ

ク
チ
ョ
ウ

H
5
N
1

8
7

北
海

道
釧

路
市

4
/
1
2

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

3
4

福
島

県
二

本
松

市
2
/
1
8

マ
ガ
モ

H
5

8
8

北
海

道
北

見
市

4
/
1
1

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

3
5

北
海
道
根
室
市

2
/
1
8

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

8
9

北
海
道
札
幌
市

4
/
1
3

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

3
6

岩
手

県
久

慈
市

2
/
1
7

オ
オ
ハ

ク
チ
ョ
ウ

H
5
N
1

9
0

北
海

道
羅

臼
町

4
/
1
1

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5

3
7

岩
手

県
久

慈
市

2
/
1
7

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

9
1

北
海

道
網

走
市

4
/
1
5

オ
ジ
ロ
ワ
シ

H
5

3
8

岩
手
県
久
慈
市

2
/
1
2

マ
ガ
ン

H
5

9
2

北
海
道
中
標
津
町

4
/
1
8

ヒ
シ
ク
イ

H
5

3
9

岩
手

県
久

慈
市

2
/
2
1
,2
2

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

9
3

北
海

道
浜

頓
別

町
4
/
1
9

オ
ジ
ロ
ワ
シ

H
5

4
0

北
海
道
標
津
町

2
/
1
9

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

9
4

秋
田
県
大
仙
市

4
/
1
9

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5

4
1

岩
手

県
久

慈
市

2
/
2
1

オ
オ
ハ

ク
チ
ョ
ウ

H
5

9
5

北
海

道
礼

文
町

4
/
1
5

オ
ジ
ロ
ワ
シ

H
5

4
2

岩
手
県
久
慈
市

2
/
2
2

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5

9
6

北
海
道
礼
文
町

4
/
2
0

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5

4
3

岩
手

県
久

慈
市

2
/
2
2

オ
オ
ハ

ク
チ
ョ
ウ

H
5

9
7

北
海

道
様

似
町

4
/
2
0

ク
マ
タ
カ

H
5
N
1

4
4

岩
手

県
久

慈
市

2
/
2
4

ノ
ス
リ

H
5
N
1

9
8

北
海

道
紋

別
市

4
/
2
2

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

4
5

岩
手

県
久

慈
市

2
/
2
4

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

9
9

北
海

道
え
り
も
町

4
/
2
6

オ
ジ
ロ
ワ
シ

H
5

4
6

岩
手

県
久

慈
市

2
/
2
5

ト
ビ

H
5
N
1

1
0
0

北
海

道
札

幌
市

4
/
2
8

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5

4
7

北
海

道
標

津
町

2
/
2
4

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

1
0
1

北
海

道
羅

臼
町

4
/
2
5

オ
ジ
ロ
ワ
シ

H
5

4
8

岩
手

県
久

慈
市

2
/
2
8

カ
ル

ガ
モ

H
5

1
0
2

北
海

道
釧

路
市

4
/
2
9

ト
ビ

H
5

4
9

岩
手

県
久

慈
市

3
/
1

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

1
0
3

北
海

道
大

空
町

4
/
1
8

オ
ジ
ロ
ワ
シ

H
5
N
1

5
0

北
海

道
礼

文
町

3
/
1

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

1
0
4

北
海

道
北

見
市

5
/
6

オ
ジ
ロ
ワ
シ

H
5

5
1

北
海

道
佐

呂
間

町
3
/
3

オ
ジ
ロ
ワ
シ

H
5
N
1

1
0
5

北
海

道
羅

臼
町

4
/
2
5

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

5
2

北
海

道
根

室
市

3
/
1

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

1
0
6

北
海

道
根

室
市

5
/
6

オ
ジ
ロ
ワ
シ

H
5

5
3

岩
手

県
久

慈
市

3
/
4

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

H
5
N
1

1
0
7

北
海

道
美

幌
町

5
/
1
4

オ
ジ
ロ
ワ
シ

H
5
N
1

5
4

北
海

道
北

見
市

3
/
8

オ
オ
ワ
シ

H
5

地
域

疑
似
患
畜
判
定
日

用
途

羽
数

亜
型

1
秋

田
県

横
手

市
1
1
/
1
0

採
卵

鶏
約

1
4
.3

H
5
N
8

2
鹿

児
島

県
出

水
市

1
1
/
1
3

採
卵

鶏
約

3
.8

H
5
N
1

3
鹿

児
島

県
出

水
市

1
1
/
1
5

採
卵

鶏
約

1
.1

H
5
N
8

4
兵

庫
県

姫
路

市
1
1
/
1
7

採
卵

鶏
約

1
5
.5

H
5
N
1

5
熊

本
県

南
関

町
1
2
/
3

肉
用

鶏
約

6
.7

H
5
N
1

6
千

葉
県

市
川

市
1
2
/
5

あ
ひ
る
（
ア
イ
ガ
モ
）

約
0
.0
3

H
5
N
1

7
埼

玉
県

美
里

町
1
2
/
7

採
卵

鶏
約

1
.7

H
5
N
1

8
広

島
県

福
山

市
1
2
/
7

採
卵

鶏
約

3
.0

H
5
N
1

9
青

森
県

三
戸

町
1
2
/
1
2

肉
用

種
鶏

約
0
.7

H
5
N
1

1
0

愛
媛

県
西

条
市

1
2
/
3
1

採
卵

鶏
約

1
3

H
5
N
1

1
1

愛
媛

県
西

条
市

１
/
４

採
卵

鶏
約

8
.3

H
5
N
1

1
2

愛
媛

県
西

条
市

１
/
４

採
卵

鶏
約

1
4
.2

H
5
N
1

1
2
関

連
愛

媛
県

今
治

市
１
/
４

採
卵

鶏
約

0
.6

-
1
3

鹿
児

島
県

長
島

町
1
/
1
3

肉
用

鶏
約

5
.4

H
5
N
1

1
3
関

連
鹿

児
島

県
長

島
町

1
/
1
3

肉
用

鶏
約

5
.7

-
1
4

千
葉

県
八

街
市

1
/
1
9

肉
用

鶏
約

6
.6

H
5
N
1

1
5

千
葉

県
匝

瑳
市

1
/
2
6

あ
ひ
る

約
0
.1
7

H
5
N
1

1
5
関

連
千

葉
県

匝
瑳

市
1
/
2
6

あ
ひ
る

約
0
.1
2

-
1
5
関
連

茨
城
県
か
す
み
が
う
ら
市

1
/
2
6

あ
ひ
る

約
0
.1
1

-
1
5
関

連
埼

玉
県

春
日

部
市

1
/
2
6

あ
ひ
る

約
0
.1
4

-
1
5
関

連
埼

玉
県

熊
谷

市
1
/
2
6

あ
ひ
る

約
0
.0
4

-
1
6

岩
手

県
久

慈
市

2
/
1
2

肉
用

鶏
約

4
.5

H
5
N
1

1
7

宮
城

県
石

巻
市

3
/
2
5

肉
用

種
鶏

約
3
.2

H
5
N
1

1
8

青
森

県
横

浜
町

4
/
8

肉
用

鶏
約

1
7

H
5
N
1

1
9

青
森

県
横

浜
町

4
/
1
5

肉
用

鶏
約

1
1

H
5
N
1

2
0

北
海

道
白

老
町

4
/
1
6

採
卵

鶏
約

5
2

H
5
N
1

2
1

北
海

道
網

走
市

4
/
1
6

だ
ち
ょ
う
（
エ
ミ
ュ
ー
）
/
採

卵
鶏

約
0
.0
5
/
約

0
.0
1

H
5
N
1

2
2

秋
田

県
大

仙
市

4
/
1
9

採
卵

鶏
約

0
.0
4

H
5
N
1

2
3

北
海

道
釧

路
市

4
/
2
6

だ
ち
ょ
う
（
エ
ミ
ュ
ー
）

約
0
.0
1

H
5
N
1

2
4

岩
手

県
一

関
市

5
/
1
2

だ
ち
ょ
う
（
エ
ミ
ュ
ー
）

約
0
.0
0
1

H
5
N
1

2
5

北
海

道
網

走
市

5
/
1
4

採
卵

鶏
約

0
.0
8

H
5
N
1

※
詳

細
は

環
境

省
h
tt
ps
:/
/
w
w
w
.e
n
v.
go
.jp
/
n
at
u
re
/d
o
bu
ts
u
/
bi
rd
_f
lu
/

家
き
ん

野
鳥
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家
き
ん

1
8
県

52
事
例

(H
5N

8)
(月

/日
)は

疑
似
患
畜
決
定
日
、
羽
数
の
単
位
は
万
羽

(令
和
３
年
３
月

2
9日

時
点

)

野
鳥

1
8
道
県

5
8
事
例

(H
5
N

8
)

(月
/
日

)は
回
収
日

(重
複
は

別
事
例

)
詳
細
は
環
境
省

ht
tp

s:
/
/w

w
w

.e
nv

.g
o
.jp

/
n
at

u
re

/
d
o
bu

ts
u
/
bi

rd
_f

lu
/

北
海
道

糞
便

(1
0
/
24

)・
ハ

ヤ
ブ
サ

(1
/
18

)・
オ
ジ
ロ
ワ
シ

(1
/
2
7)

,宮
城
県
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

(2
/5

),
福

島
県

オ
オ
ハ

ク
チ
ョ
ウ

(1
/
29

),
茨

城
県

コ
ブ
ハ

ク
チ
ョ
ウ

(2
/1

),
栃

木
県

ハ
ヤ
ブ
サ

(2
/
15
）・
フ
ク
ロ
ウ

(2
/
16
）・
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

(2
/1

4
)・
ノ
ス
リ

(3
/
3)

,埼
玉
県
フ
ク
ロ
ウ

(1
2
/
2
3
),
千

葉
県

糞
便

(2
/
4)

,新
潟

県
環

境
試
料

(水
)(
1
1
/
1
6)
・
糞
便

(1
1
/1

6)
・
マ
ガ
モ

(2
/
8)
・
オ
オ
ハ

ク
チ
ョ
ウ

(2
/1

3)
,富

山
県
ノ
ス
リ

(2
/
17

,2
4)

,長
野

県
環

境
試
料

(2
/
14

),
奈

良
県
オ
オ
タ
カ

(1
2/

20
),
和
歌
山
県
オ
シ
ド
リ

(1
2
/3

),
鳥
取
県
糞
便

(1
2
/7

,2
1)
・
環
境
試
料

(水
)(
1
2
/
9
),
岡

山
県

ハ
ヤ
ブ
サ

(1
2
/
4)

,徳
島
県
マ
ガ
モ

(1
/
29

),
香
川
県
ノ
ス
リ

(1
2
/
8)

,宮
崎

県
糞

便
(1

1/
30

,3
0)
・
オ
ナ
ガ
ガ
モ

(1
/6

)・
マ
ガ
モ

(1
/
24

,2
4
),
鹿

児
島

県
糞
便

(1
1
/5

)・
環
境
試
料

(水
)(
1
1
/
9
,1

6
,2

3,
3
0,

12
/
7,

7,
1
4,

14
,2

1
,2

1
, 1

/
8,

11
,1

1
,2

2
,2

5,
2
/1

)・
ナ
ベ
ヅ
ル

(1
2
/
1
8
,1

/
19

,2
/
3,

5
,5

)・
オ
シ
ド
リ

(1
2
/2

2)
・
マ
ガ
モ

(1
/
16

)・
ノ
ス
リ

(2
/
1)
・
マ
ナ
ヅ
ル

(2
/
5)

, 【
検

査
中

】
な
し

1
香

川
県

三
豊

市
(1

1
/
5)

採
卵
鶏
約

3
1
.7

2
香

川
県

東
か

が
わ

市
(1

1
/8

)
採
卵
鶏
約

4
.6

3
香

川
県

三
豊

市
(1

1
/
11

)
肉
用
種
鶏
約

1
.1

4
香

川
県

三
豊

市
(1

1
/
13

)
肉
用
種
鶏
約

1
5

香
川

県
三

豊
市

(1
1
/
15

)
採
卵
鶏
約

7
.7

6
香

川
県

三
豊

市
(1

1
/
20

)
採
卵
鶏
約

1
5
.4

6
関
連

香
川

県
三

豊
市

(1
1
/
20

)
採
卵
鶏
約

1
1
.7

6
関
連

香
川

県
三

豊
市

(1
1
/
20

)
採
卵
鶏
約

2
6
関
連

香
川

県
三

豊
市

(1
1
/
20

)
肉
用
鶏
約

5
.7

6
関
連

香
川

県
三

豊
市

(1
1
/
20

)
肉
用
鶏
約

1
.7

7
香

川
県

三
豊

市
(1

1
/
20

)
採
卵
鶏
約

4
3
.9

8
香

川
県

三
豊

市
(1

1
/
21

)
採
卵
鶏
約

7
.5

9
福

岡
県

宗
像

市
(1

1
/
25

)
肉
用
鶏
約

9
.2

1
0

兵
庫

県
淡

路
市

(1
1
/
25

)
採
卵
鶏
約

1
4
.5

1
1

宮
崎

県
日

向
市

(1
2
/
1)

肉
用
鶏
約

4
1
2

宮
崎

県
都

農
町

(1
2
/
2)

肉
用
鶏
約

3
1
3

香
川

県
三

豊
市

(1
2
/
2)

採
卵
鶏
約

2
2
.5

1
3
関

連
香

川
県

三
豊

市
(1

2
/
2)

採
卵
鶏
約

1
2
.3

1
4

香
川

県
三

豊
市

(1
2
/
2)

採
卵
鶏
約

1
.9

1
5

宮
崎

県
都

城
市

(1
2
/
3)

肉
用
鶏
約

3
.6

1
6

奈
良

県
五

條
市

(1
2
/
6)

採
卵
鶏
約

7
.7

1
7

広
島

県
三

原
市

(1
2
/
7)

採
卵
鶏
約

8
.5

1
7
関

連
広

島
県

三
原

市
(1

2
/
7)

採
卵
鶏
約

5
.2

1
8

宮
崎

県
都

城
市

(1
2
/
7)

肉
用
鶏
約

5
.9

1
9

宮
崎

県
小

林
市

(1
2
/
8)

肉
用
鶏
約

4
.3

2
0

大
分

県
佐

伯
市

(1
2
/
10

)
肉
用
鶏
約

1
.4

2
0
関

連
大

分
県

佐
伯

市
(1

2
/
10

)
肉
用
鶏
約

2
.4

2
0
関

連
大

分
県

佐
伯

市
(1

2
/
10

)
肉
用
鶏
約

1
.8

2
1

和
歌

山
県

紀
の

川
市

(1
2
/1

0
)

採
卵
鶏
約

6
.8

2
2

岡
山

県
美

作
市

(1
2
/
11

)
育
雛
約

5
2
.7

2
2
関

連
岡

山
県

美
作

市
(1

2
/
11

)
育
雛
約

1
1
.8

2
3

滋
賀

県
東

近
江

市
(1

2
/1

3)
採
卵
鶏
約

1
.0

2
4

宮
崎

県
宮

崎
市

(1
2
/
14

)
採
卵
鶏
約
７

2
4
関

連
宮

崎
県

宮
崎

市
(1

2
/
14

)
採
卵
鶏
約

4
.5

2
4
関

連
宮

崎
県

宮
崎

市
(1

2
/
14

)
育
雛
約

1
.1

2
5

香
川

県
三

豊
市

(1
2
/
14

)
採
卵
種
鶏
約

2
.8

2
6

宮
崎

県
日

向
市

(1
2
/
14

)
肉
用
鶏
約

3
.3

2
6
関

連
宮

崎
県

川
南

町
(1

2
/
14

)
肉
用
鶏
約

1
.3

(食
鳥
処
理
場

)
2
7

高
知

県
宿

毛
市

(1
2
/
16

)
採
卵
鶏
約

2
.7

2
8

香
川

県
三

豊
市

(1
2
/
16

)
肉
用
鶏
約

1
.4

2
8
関

連
香

川
県

三
豊

市
(1

2
/
16

)
肉
用
鶏
約

1
.5

2
9

徳
島

県
阿

波
市

(1
2
/
19

)
採
卵
鶏
約

0
.8

3
0

宮
崎

県
宮

崎
市

(1
2
/
19

)
肉
用
種
鶏
約

3
.3

3
1

香
川
県
三
豊

市
(1

2
/
23

)
肉

用
鶏

約
2
.5

3
2

千
葉
県
い
す
み

市
(1

2
/
2
4
)

採
卵

鶏
約

1
1
6

3
3

宮
崎
県
小
林

市
(1

2
/
30

)
肉

用
鶏

約
1
5

3
4

岐
阜
県
美
濃

加
茂

市
(1

/
2)

採
卵

鶏
約

6
.8

3
5

千
葉
県
い
す
み

市
(1

/
1
1
)

採
卵

鶏
約

1
1
5

3
6

鹿
児
島
県
さ
つ
ま
町

(1
/
13

)
肉

用
鶏

約
3
.2

3
7

千
葉
県
横
芝

光
町

(1
/
21

)
あ
ひ
る
約

6
3
7
関
連

北
海
道
⾚

平
市

(1
/
2
1)

あ
ひ
る
約

0
.0

6
3
7
関
連

宮
城
県
⾓
⽥

市
(1

/
2
1)

あ
ひ
る
約

0
.0

5
3
7
関
連

茨
城
県
古

河
市

(1
/
2
1)

あ
ひ
る
約

0
.0

6
3
7
関
連

茨
城
県
古

河
市

(1
/
2
1)

あ
ひ
る
約

0
.1

3
7
関
連

茨
城
県
か
す
み
が

う
ら
市

(1
/
2
1)

あ
ひ
る
約

0
.1

3
7
関
連

埼
⽟
県
⾏
⽥

市
(1

/
2
1)

あ
ひ
る
約

0
.0

9
3
7
関
連

埼
⽟
県
春
⽇

部
市

(1
/
21

)
あ
ひ
る
約

0
.1

3
3
7
関
連

⼤
阪
府
松

原
市

(1
/
2
1)

あ
ひ
る
約

0
.0

3
3
7
関
連

奈
良
県
御

所
市

(1
/
2
1)

あ
ひ
る
約

0
.0

2
3
8

富
山
県
小
矢

部
市

(1
/
23

)
採

卵
鶏

1
4
.1

3
9

千
葉
県
匝
瑳

市
(1

/
2
4)

あ
ひ
る
約

0
.3

5
3
9
関
連

千
葉
県
匝

瑳
市

(1
/
2
4)

あ
ひ
る
約

0
.1

9
4
0

宮
崎
県
新

富
町

(1
/
3
1)

採
卵

鶏
約

8
.0

4
1

茨
城
県
城
里

町
(2

/
2
)

採
卵

鶏
約

8
4

4
2

千
葉
県
匝
瑳

市
(2

/
4
)

採
卵

鶏
約

1
6
.9

4
2
関
連

千
葉
県
旭

市
(2

/
4
)

採
卵

鶏
約

0
.7

5
4
3

千
葉
県
旭

市
(2

/
6
)

採
卵

鶏
約

4
2

4
4

千
葉
県
多
古

町
(2

/
7
)

採
卵

鶏
約

1
1
5

4
5

宮
崎
県
新
富

町
(2

/
7
)

採
卵

鶏
約

2
4

4
6

千
葉
県
匝
瑳

市
(2

/
8
)

採
卵

鶏
約

2
5
.6

4
7

徳
島
県
美
馬

市
(2

/
9
)

肉
用

鶏
約

0
.8

4
8

千
葉
県
匝

瑳
市

(2
/
1
1）

採
卵

鶏
約

7
.9

4
9

千
葉
県
匝

瑳
市

(2
/
1
1）

採
卵

鶏
約

2
7
.8

5
0

千
葉
県
匝
瑳

市
（
2
/1

5
）

育
雛

約
3
.9

5
1

宮
崎
県
都
城

市
(2

/
2
5)

肉
用

鶏
約

3
.9

5
2

栃
木
県
芳

賀
町

(3
/
1
3)

採
卵

鶏
約

7
.7

令
和

２
年

度
国

内
に
お
け
る
高

病
原

性
鳥

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ

発
生

状
況

家
き
ん

野
鳥
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2
0
2
2
年

1
1
月

1
1
日
時
点

農
林
水
産
省
動
物
衛
生
課

出
典

：
韓

国
農

林
畜

産
食

品
部

※
日

付
は

症
状

が
確

認
さ
れ

た
日

ま
た
は

検
体

採
取

日
※

赤
字

は
更

新
箇

所

韓
国

の
家

き
ん
に
お
け
る
高

病
原

性
鳥

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ

の
発

生
状

況
（
20

22
年

10
月

以
降

）

：
発
生
地
点

済
州
道

京
畿
道

忠
清
南
道

忠
清
北
道

慶
尚
北
道

慶
尚
南
道

全
羅
南
道

全
羅
北
道

江
原
道

ソ
ウ
ル

特
別
市

慶
尚

北
道

醴
泉
郡

種
ア
ヒ
ル

2
0
2
2
.1

0
.1

7
約

1
万
羽

H
5
N

1

醴
泉
郡

肉
用
種
鶏

2
0
2
2
.1

0
.2

1
約

3
.2
万
羽

H
5
N

1

忠
清

北
道

鎮
川

郡
肉

用
ア
ヒ
ル

2
0
2
2
.1

0
.2

6
約

1
.8
万
羽

H
5
N

1

清
州

市
肉

用
ア
ヒ
ル

2
0
2
2
.1

1
.3

約
1
.2
万
羽

H
5
N

1

清
州

市
肉

用
鶏

2
0
2
2
.1

1
.5

約
5
.5
万
羽

H
5
N

1

清
州

市
肉

用
ア
ヒ
ル

2
0
2
2
.1

1
.5

約
1
.3
万
羽

H
5
N

1

清
州

市
ウ
ズ
ラ

2
0
2
2
.1

1
.8

約
5
0
万
羽

H
5
N

1

清
州

市
肉

用
ア
ヒ
ル

2
0
2
2
.1

1
.9

約
2
.2
万
羽

H
5
N

1

清
州

市
種

ア
ヒ
ル

2
0
2
2
.1

1
.1

0
約

0
.4
万
羽

H
5

（
病
原
性
検

査
中

）

全
羅

北
道

淳
昌

郡
採

卵
鶏

2
0
2
2
.1

1
.5

約
1
5
.5
万
羽

H
5
N

1

忠
清

南
道

天
安

市
種

ア
ヒ
ル

2
0
2
2
.1

1
.9

約
0
.8
万
羽

H
5
N

1
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高
病

原
性

・
低

病
原

性
鳥

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ

の
発

生
状

況
（
20

21
年

以
降

）
高

病
原

性
発
生

地
域
＝

低
病

原
性

発
生

地
域
＝

※
（
）
は
病
原
性

※
高
病
原
性
・
低
病
原
性
併
発
地
域
は
高
病
原
性
に
色
分

け

出
典

:O
IE
等

20
22

年
11

月
1日

現
在

※
日
付
は
発
生
日
又
は
検
体
回
収
日
に
基
づ
く

※
赤
字
は
更
新
点

※
[

]は
野
鳥
及
び
愛
玩
鳥
等
に
お
け
る
発
生
を
示

す
※
本
図
は
発
生
の
有
無
を
示
し
た
も
の
で
、

そ
の
後
の
清
浄
性
確
認
に
つ
い
て
は

記
載
し
て
い
な
い

※
型
別
に
最
新
の
発
生
事
例
を
記
載

《
ア
ジ
ア

》

中
国

H5
N

1（
高
）

[2
02

2.
7.

9]
H5

N
6（

高
）

[2
02

1.
4.

8]
H5

N
8（

高
）

[2
02

1.
6.

11
]

韓
国

H5
（
高
）

[2
02

1.
12

.1
]

H5
N

1（
高
）

20
22

.1
0.

26
[2

02
2.

3.
24

]
H5

N
8（

高
）

20
21

.4
.6

[2
02

2.
1.

24
]

H5
N

2（
低
）

[2
02

1.
11

.2
3]

H5
N

3（
低
）

[2
02

1.
12

.9
]

H5
N

8（
低
）

[2
02

1.
11

.1
]

H7
N

7（
低
）

[2
02

1.
12

.1
6]

H7
N

9（
低
）

[2
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２ 野鳥における高病原性鳥インフルエンザ 

  の状況について       
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今シーズンにおける国内野鳥及び飼養鳥での確認状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○８道県２２事例（飼養鳥１事例含む） 

 都道府県名（確認日） 件数 ウイルス亜型 

1 神奈川県（R4.9.29） 1 H5N1 

2 宮城県（R4.10.7～11.10） 4 H5（2）、H5N1（2） 

3 福井県（R4.10.14） 1 H5N1 

4 北海道（R4.10.17～11.11） 4 H5（1）、H5N1（2）、H5N2（1） 

5 新潟県（R4.10.20～10.28） 2 H5（1）、H5N1（1） 

6 鹿児島県（R4.11.7～11.10） 7 H5N1（7） 

7 香川県（R4.11.10～11.11）  2※ H5（2） 

8 宮崎県（R4.11.11） 1 H5 

計 8道県 22 H5（7）、H5N1（14）、H5N2（1） 

※うち１件は飼養鳥での確認 

野鳥または飼養鳥回収場所 
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３ 京都府の対応について           
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京都府の対応について 

 

（１）兵庫県での発生を受けた家きん飼養者への対応 

○11月 13日（日）実施済 

① 異常の有無の確認（計６回（10/14、10/27、11/1、11/4、11/11、11/13）） 

100 羽以上家きん飼養農場（62 農場）に家畜保健衛生所から電話連絡し、予

防対策の徹底を指導するとともに、全農場で異常がないことを確認済 

② 情報提供と注意喚起（計 10回（9/30、10/7、10/14、10/17、10/28、11/1、11/4、 

11/7、11/11、11/13）） 

全家きん飼養者（411 戸）に衛生情報を発出し、防鳥ネットや飲水消毒の点検、

鶏舎入退時の消毒など、ウイルスの侵入防止対策を徹底指導済 

○緊急立入指導 

11 月 25 日（金）までに、100 羽以上の家きん飼養農場（62 農場）を巡回し、

ウイルス侵入防止対策の点検を実施し、併せて農場内の消毒の強化を指導 

○予防対策 

 ① 抗体検査等による監視 

1,000 羽以上家きん飼養農場（45 農場）で検査を実施しており、令和４年度は

11月 13日（日）現在、延べ 162農場、1,620羽の陰性を確認済 

② 強化巡回実施（10月※～３月の間、毎月１回以上実施） 

100羽以上家きん飼養農場(62農場)を毎月１回以上巡回し、臨床検査を行うとと

もに、防鳥ネット、靴底消毒等のウイルス侵入防止対策の状況確認、予防対策の徹

底及び異常家きん発生時の早期通報を継続して指導中 

※昨年度より早く 10月から実施 

③ 小規模家きん飼養者への対策 

100羽未満家きん飼養者(349戸)を８～11月の間に１回以上巡回し、ウイルス侵

入防止対策を継続して徹底指導中 
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（２）野鳥への対応 

○野鳥の監視  対応レベル３（国内複数箇所発生時） 

① 監視強化重点箇所の巡視強化 

鳥類が集団飛来する河川・ため池（養鶏農場付近含む）等の第２次重点箇所 47

箇所で週１回野鳥の生息状況の調査及び異常を監視 

・第６回調査完了（11月 13日時点：異常なし） 

② 死亡野鳥等の簡易検査実施 

検査優先種１、２は１羽以上、３は３羽以上、それ以外の種は同一場所で５羽以

上死亡している場合に検査を実施。（11月 13日時点：検査事例なし） 

 

 （参考）野鳥における対応レベルと対応内容 

 
 

〇野鳥のため池飛来防止対策 

農場周辺（600m 以内）のため池 65 箇所で、落水等の野鳥飛来防止対策を実施し

ており、令和４年度は 11月 13日（日）現在、42箇所で対策済 

 

野鳥における対応レベルと対応内容                    令和４年 11 月現在  

対応  

ﾚﾍﾞﾙ 
発生状況  

鳥類生息状況等調査  ウイルス保有状況調査（同一箇所で死亡している野鳥の検査※）  

監視重点箇所  頻度  検査優先種１  検査優先種２  検査優先種３  その他の種  

１  通常時  －  －  １羽以上  ３羽以上  ５羽以上  ５羽以上  

２  

近隣国  

発生時  
第１次重点箇所  

必要に  

応じて  

１羽以上  ２羽以上  ５羽以上  ５羽以上  

国内  

単一箇所 

発生時  
第１次重点箇所  

 

府内又は隣接  

府県発生時は  

第２次重点箇所  

週に１回  

３  
国内  

複数箇所 

発生時  

週に１回  １羽以上  １羽以上  ３羽以上  ５羽以上  

監視重点区域内  

発生地点から  

半径10㎞圏内 

監視重点区域内の  

第３次重点箇所  
週に１回  １羽以上  １羽以上  ３羽以上  ３羽以上  

備考  

第１次重点箇所： 29箇所 

第２次重点箇所： 47箇所 

第３次重点箇所： 85箇所  

18種 

カモ目(10種) 

(ｵｼﾄﾞﾘ,白鳥等) 

ｶｲﾂﾌﾞﾘ,ﾕﾘｶﾓﾒ, 

ｵｵﾀｶ,ﾊﾔﾌﾞｻ 等  

９種 

カモ目(5種) 

(ﾏｶﾞﾓ,ｽｽﾞｶﾞﾓ等) 

ｵｵﾊﾞﾝ,ﾉｽﾘ, 

ｸﾏﾀｶ,ﾌｸﾛｳ等  

1,2以外の  

カモ目 ,タカ目  

ﾌｸﾛｳ目  等  

(ｶﾙｶﾞﾓ,ｶﾜｳ,ｱｵｻｷﾞ,

ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ等) 

1～3以外の  

全ての野鳥  

※同一箇所で死亡している野鳥  

⇒見渡せる範囲程度において、おおむね３日程度の間に死亡した (又は衰弱した )個体数の合計が規定以上の時、検査を実施。 

18



京都府南丹家畜保健衛生所TEL：0771-42-3308（夜間・休日も転送機能で連絡可能）

南丹家畜衛生情報 Ｎｏ．45 令和4年11月13日発行

死亡羽数が増える等の異状が見られたら、すぐに下記まで連絡して下さい。

高病原性鳥インフルエンザ情報

① 衛生管理区域に立ち入る者の手指消毒等

② 衛生管理区域専用の衣服及び靴の設置並びに使用

③ 衛生管理区域に立ち入る車両の消毒等

④ 家きん舎に立ち入る者の手指消毒等

⑤ 家きん舎ごとの専用の靴の設置及び使用

⑥ 野生動物の侵入防止のためのネット等の設置、点検及び修繕

⑦ ねずみ及び害虫の駆除

高病原性鳥インフルエンザ発生状況（Ｒ４年シーズン）

家きん農場

野鳥

野鳥（1道7県21事例）

神奈川県（１事例）

宮城県 （４事例）

福井県 （１事例）

北海道 （４事例）

新潟県 （２事例）

鹿児島県（７事例）

香川県 （１事例）

宮崎県 （１事例）

兵庫県で高病原性鳥インフルエンザ発生！（国内９例目）

～消石灰散布・入退場時の消毒等、予防対策を徹底してください～

国内９例目(11/13) 

兵庫県たつの市4.4万羽 (採卵鶏)

都道府県

岡山県 3 戸 約 71 .4 万羽

北海道 2 戸 約 32 .0 万羽

香川県 1 戸 約 4 .0 万羽

茨城県 1 戸 約 100 .0 万羽

和歌山県 1 戸 約 60 羽

兵庫県 1 戸 約 4 .4 万羽

計 9 戸 約 211 .8 万羽

発生戸数 飼養羽数
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（参考）府内の家きん飼養状況（R4.9.1 現在） 

 

                                     （戸、千羽） 

地 域 
採卵鶏 肉用鶏 その他 合計 

戸数 羽数 戸数 羽数 戸数 羽数 戸数 羽数 

山 城 117 96 4 － 33 3 154 99 

うち１万羽以上 3 66         3 66 

南 丹 78 774 13 40 18 51 109 865 

うち１万羽以上 4 752 2 28 2 44 8 824 

中 丹 65 874 9 466 13 － 87 1,340 

うち１万羽以上 4 864 6 463     10 1,327 

丹 後 59 4 2 37 － － 61 41 

うち１万羽以上     2 37     2 37 

合 計 319 1,748 28 543 64 54 411 2,345 

うち１万羽以上 11 1,682 10 528 2 44 23 2,254 
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４ 各部局の役割分担について         
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各部局の役割分担について 

部 名 等 主な事務分掌 主要な関連業務 
危機管理監 
防災監 
農林水産部副部長 
 
（事務局） 
・危機管理総務課 
・災害対策課 
・原子力防災課 
・消防保安課 
・農政課 

①府対策本部の運営に関すること 
・各部局との連絡調整 
・府対策本部会議の開催 
・現地対策本部との連絡調整 
・関係機関への情報伝達 

②対策全般の総合調整に関すること 
③国・市町村との連絡調整に関すること 
④情報・データの一元管理に関すること 
⑤定時記者発表等広報に関すること 
⑥府民相談窓口の運営に関すること 
 （府民環境部と共管） 
⑦広域振興局との調整に関すること 

 

農林水産部 
 

①防疫（家畜、野生動物等）対策に関す
ること 

②府対策本部との調整に関すること 
③家畜保健衛生所との調整に関すること 
④農林水産省・環境省との連携・調整に
関すること 

⑤専門家会議の運営に関すること 
⑥防疫資材の確保に関すること 
⑦風評被害対策に関すること 

・防疫措置計画の作成 
➢農場防疫対策・周辺農場対応 

➢消毒ポイントの選定、資機材確保 

・緊急動員職員の後方支援 
➢バス、トラックの調達(緊急動

員職員及び備蓄資材運搬) 

➢備蓄防疫資材の運搬 

➢緊急動員職員の受付及び送出 

知事直轄組織 
（知事室長Ｇ） 
（会計管理者Ｇ） 
（職員長Ｇ） 

①報道機関との調整等に関すること 
②緊急支出の審査・支払に関すること 
③職員の動員及び動員者の健康管理の総
合調整に関すること 

・プレスリリース及び本部
会議開催に係る報道機関
調整 

・緊急動員及び本格動員職
員の招集 

・旧婦人相談所の駐車場管理 
総務部 ①緊急予算編成、要望等に関すること 

②焼・埋却地の選定等に関すること 
 （市町村との調整） 
③防疫資材の確保に関すること（農林水
産部と共管） 

・防疫資材等の購入に係る
予算対応 

・焼埋却地所管市町村と必
要に応じた調整(現地対策
本部補佐) 

・防疫資材等の調達事務 
・制限区域等の公告 

政策企画部 
 

防疫活動の支援に関すること 
 

・緊急動員職員、本格動員
職員の派遣 

府民環境部 ①府民相談窓口の運営に関すること 
 （本部事務局と共管） 
②埋却地周辺の環境保全に関すること 
③環境省との連絡調整に関すること 

・府民からの健康等に関す
る相談対応 

・動員職員等の健康管理 
・埋却地周辺の環境モニタ
リング 

・焼却施設の目的外使用に
係る手続き 

文化スポーツ部 
 
 

私立学校及び府立の大学との情報連絡等
に関すること 
 
 

・家畜等を飼育している所
管大学等への情報提供及
び情報収集・飼育家畜へ
の感染防止対策指導等 
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部 名 等 主な事務分掌 主要な関連業務 

健康福祉部 
 
 
 
 
 

①地域住民、防疫従事者、農場作業員の
健康対策に関すること（知事直轄組織
と共管） 

②食肉処理施設、食鳥処理施設等に関す
ること 

③動物取扱業に関すること 
④愛玩動物に関すること 
⑤保育園、介護施設等に関すること 

・府民等の健康に関する相
談窓口 

・農場等動員職員等の感染
防御対策等健康管理対策
指導 

・食肉処理場、食鳥処理場
及び動物取扱業者に対す
る情報提供及び発生防止
対策指導 

・家畜等を飼育している所
管保育園等への情報提
供・情報収集 

商工労働観光部 
 

①特別経営相談に関すること 
②観光対策に関すること 

・府内企業等からの相談対応 
・観光客等への風評被害防
止対策 

建設交通部 
 

①道路等の消毒ポイントにおける消毒に
関すること 

②消毒資機材等の輸送調整に関すること 
③建設業協会等との調整に関すること 

・消毒ポイントの設営 
・消毒ポイントの初期の運営 
・運搬車両不足時等の調整 

議会事務局 府議会議員との情報連絡等に関すること ・プレスリリース、本部対
策会議内容等の伝達 

監査委員事務局 
人事委員会事務局 
労働委員会事務局 

防疫活動の支援に関すること ・緊急動員職員、本格動員
職員の派遣 

教育庁 
 
 

①公立学校等との情報連絡等に関するこ
と（学校給食を含む。） 

②学校飼育動物の適正な飼養管理の徹底
に関すること 

・家畜等を飼育している公
立学校等への情報提供と
情報収集 

・公立学校飼育家畜等への
感染防止対策 

警察本部 
 
 

①発生地域、消毒ポイント等の警戒警
備・混乱防止に関すること 

②治安の維持、防犯対策に関すること 

・農場周辺の立入制限場所
の警戒警備及び交通安全
対策 

・車両消毒ポイントでの交
通安全対策 

現地対策本部 
（広域振興局） 
 
 
 
 

①現地対策本部の運営に関すること 
②市町村等との連絡調整に関すること 
③焼・埋却地に関する地元調整に関する
こと 

④消毒ポイントの現地運営に関すること 
⑤家畜保健衛生所の支援に関すること 
⑥防疫資材以外の必要物品の確保に関
すること（現地のテント、簡易トイ
レ等） 
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業務内容 情報伝達 府対策本部運営 自衛隊調整
緊急動員職員・

本格動員職員派遣
現地対策本部運営

・資材調達等

殺処分等防疫措置
(◎発生地域のみ)

殺処分鶏・
汚染物品の焼却等

消毒ポイント
設置・運営

担当部局
(農林水産部)
(危機管理部)

(危機管理部)
(農林水産部)

(危機管理部)
(職員長)

(農林)(健福)
(地域連携・振興部等)

(家畜保健衛生所)
(農林商工部等)

(農林商工部等) (建設部等)

実施場所 全庁 府庁 府庁 府庁 現地対策本部 発生農場等 焼却施設等 消毒ﾎﾟｲﾝﾄ設置場所

（イメージ写真）

農家からの異常家きん通報
 →家畜保健衛生所が立入検査

畜産課長から全庁に
メール送信(第１報)

事務局職員(危機管理部
職員)参集

自衛隊に情報提供
後方支援職員(農林水産
部職員)招集
・バス等の確保
・備蓄資材準備等

※関係者で情報共有 ※関係者で情報共有 ※関係者で情報共有 ※関係者で情報共有

立入検査の結果
 →簡易検査の実施を決定
 　（不要の場合もある）

緊急動員職員
(職場・自宅待機)

事務局職員参集

◎ｽﾀｰﾀｰﾁｰﾑ(先遣隊)参集

簡易検査陽性
　（通報後２～４時間）
 

農政課長から全庁に
メール送信(第２報)

プレス発表
・簡易検査陽性
・対策本部会議開催

府対策本部会議の開催
メール送信

第１回府対策本部会議開催
・防疫計画策定
・消毒ﾎﾟｲﾝﾄ選定
　　　　　など

府対策本部会議への
出席要請
・ＬＯ(連絡員)派遣
　(１万羽以上)
・自衛隊派遣調整
　(６万羽以上)

緊急動員職員
府庁参集・準備
・受付
・班分け
・防護服着脱説明
・健康調査
・防疫資材搬出

　↓農場へ出発

第１回府対策本部会議参加
第１回現地対策本部会議開催

・府対策本部会議を受
け
  構成員に指示
◎調達資材の確保
・農場前線基地用
　照明、テント等
◎ｽﾀｰﾀｰﾁｰﾑ(先遣隊)派遣
・農場の封鎖
・鶏舎周辺の消毒など

◎防疫資材の確保
・資材の算定・受入
◎鶏・卵など移動自粛要請

◎疫学調査

◎緊急動員職員受入準
備
・農場作業指示者移動

焼却施設との調整
・焼却実施施設決定
・焼却量・開始時間等

輸送車両の確保
・必要台数
・車両の大きさ

消毒ﾎﾟｲﾝﾄ設置準備
・道路管理者
・交通管理者

消毒資材輸送・設営
・噴霧器、消毒液等

調達資材の確保
・照明、ﾄｲﾚ等

遺伝子検査陽性
 →疑似患畜と決定
 （通報後12～16時間）

農政課長から全庁に
メール送信(第３報)

告示の実施
・本病の発生
・制限区域 など

第２回府対策本部会議開催
・発生状況
・殺処分等計画
・消毒ﾎﾟｲﾝﾄ設置
・自衛隊派遣要請
　など

府対策本部会議参加 緊急動員職員作業開始
・農場で準備・待機
・対策本部開催後
　速やかに殺処分等
　防疫措置開始

第２回府対策本部会議参加
第２回現地対策本部会議開催

・府対策本部会議を受
け
  構成員に指示

◎殺処分命令
◎緊急動員職員作業開
始
・現地で準備・待機
・対策本部開催後
　速やかに防疫措置
　開始

焼却施設との調整
・搬入時間・経路
・搬入量
輸送車両調整
・輸送経路

消毒ﾎﾟｲﾝﾄ公表・運用開
始
・疑似患畜確認後、
　速やかに開始

殺処分等の防疫措置実施

定期的に殺処分数等状
況集約・発表

対策本部会議を適宜開
催

自衛隊派遣 本格動員職員参集連絡
・集合時間
・集合場所
　(現地対策本部等)

定期的に状況報告
　→府対策本部に
◎本格動員者の受入
◎自衛隊活動拠点の設
置
周辺農場の調査等

◎定期的に状況報告
　→現地対策本部に

運搬・焼却の実施
　(殺処分開始後)

定期的に状況報告
　→現地対策本部に

定期的に状況報告
　→現地対策本部に

高病原性鳥インフルエンザ発生時の初動フロー(全庁版)

府対策本部 現地対策本部

◎：発生地域の現地対策本部のみ実施

↓ １～２時間

↓ １～２時間

↓ １０～１２時間

農場毎の防疫計画案 対策本部会議 自衛隊派遣要請 緊急動員(最大200人)

本格動員(最大800人)

現地対策基地の運営

農場前線基地の運営

防疫措置(捕鳥)

防疫措置(ｶﾞｽ注入)

焼却施設への搬入

焼却炉への投入

区域の設定(3,10km)

関係車両の車両消毒
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